
2024年9月24日

平素は当ETFをご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。
指数算出会社による9月の定期リバランスにおいて指数構成銘柄の⼊れ替えが⾏われました。
つきましては新規採⽤・除外銘柄についてお知らせいたします。

※過去のパフォーマンスを⽰しており、将来の成果を保証するものではありません。
（注）期間は2014年9月1日から2024年9月18日の日次、起点を100として指数化（出所） BloombergよりGlobal X Japan作成

（年/月）

ARM ARMホールディングス ACLS アクセリス・テクノロジーズ

CRUS シーラス・ロジック ALGM アレグロ・マイクロシステムズ

MTSI
MACOM テクノロジー・

ソリューションズ・ホールディングス
RMBS ラムバス

ONTO オント・イノベーション WOLF ウルフスピード

新規採用銘柄 除外銘柄

※指数の銘柄選定方法については、ETF紹介ページの「月次レポート」をご覧ください。

※ETFのポイントについては紹介動画で解説しています。※個別銘柄を推奨するものではありません。

新規採用・除外銘柄

指数パフォーマンス（米ドル建て、配当込み）
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入れ替え後の指数組入全30銘柄（時価総額順）

新規組入銘柄紹介 – ARMホールディングス（ARM）-

コード 銘柄名 コード 銘柄名

NVDA エヌビディア NXPI NXPセミコンダクターズ

TSM 台湾セミコンダクター［TSMC］ MPWR モノリシック・パワー・システムズ

AVGO ブロードコム MCHP マイクロチップ・テクノロジー

ASML ASMLホールディング ON オン・セミコンダクター

AMD アドバンスト・マイクロ・デバイセズ GFS グローバルファウンドリーズ

QCOM クアルコム TER テラダイン

TXN テキサス・インスツルメンツ ENTG インテグリス

AMAT アプライド・マテリアルズ SWKS スカイワークス・ソリューションズ

ARM ARMホールディングス COHR コヒレント

ADI アナログ・デバイセズ QRVO コルボ

LRCX ラムリサーチ ONTO オント・イノベーション

KLAC KLA AMKR アムコー・テクノロジー

MU マイクロン・テクノロジー MTSI
MACOM テクノロジー・
ソリューションズ・ホールディングス

INTC インテル LSCC ラティスセミコンダクター

MRVL マーベル・テクノロジー CRUS シーラス・ロジック

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を⽰唆・保証するものではありません。（出所）Global X Japan作成

英国に本社を置く半導体設計企業。
1990年にアップルを含むハイテク企業3 
社の合弁企業として設⽴された。2016年
のソフトバンクグループによる買収後、
2023年9月に米国のNASDAQ市場に再上
場した。
売上はライセンス売上(ライセンス供与

時に受領)とロイヤリティ売上(半導体出
荷時に受領)から成る。世界中で千以上の
企業と提携しており、現在スマホの
99％に同社設計の半導体が使⽤されてい
る。近年はデータセンター向け半導体市
場などでもシェアを拡⼤中。

通期売上高の推移

※個別銘柄の推奨、今後の組⼊を⽰唆・保証するものではありません。（注）25/3期は会
社予想の中央値、26/3期と27/3期は会社計画（出所）会社資料よりGlobal X Japan作成
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世界の半導体市場は、ゲーム機やデ
ジタル家電、PCなど電子機器の普及に
加え、スマートフォンが登場・急速に
普及したことで順調に拡⼤してきまし
た。
今後もデジタル化の進展に伴い幅広

い⽤途で半導体の需要が高まると見込
まれるほか、生成AIなどの新たな需要
がけん引し、 世界の半導体市場売上高
は2030年に1.1兆米ドルへ拡⼤すると
予想されています（図1）。

世界の半導体関連銘柄は長期的に高
いパフォーマンスを発揮しており、
SOX指数は過去約7年間で5倍超となり
ました（図2）。半導体は今後も高い成
長が期待される分野であり、早い段階
から投資を始めることが有効だと考え
ています。
しかしながら、半導体関連銘柄は値

動きが⼤きい特徴があります。網掛け
をしている部分は当時の最高値から
10％以上下落した局面です。約7年間で
12回記録しています。下落時のスピー
ドは早く、また下落の底をピンポイン
トで狙って投資するのは困難です。
一方、短期的なスピード調整はあるも
のの、拡⼤が続く市場であるため中長
期的には上昇しています。
そのため一度投資したら保有を継続

すること、また⼤きく下落したときに
焦って売ってしまうのではなく積⽴投
資などで取得単価を下げることで、長
期的に⼤きなリターンとなる可能性が
あります。

※過去のパフォーマンスを⽰しており、将来の成果を保証するものではありません
（注）期間は2017年1月31日から2024年9月18日。起点を100として指数化（米
ドル建て、日次）（出所） BloombergよりGlobal X Japan作成

図2：当時の最高値から底値まで10％以上
下落した期間 ※網掛け部分

半導体と長期積立投資

図1：世界の半導体市場売上高

（注）1987年から2023年まで実績、2025年と2030年は予想
（出所）世界半導体市場統計、ASMLよりGlobal X Japan作成
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